
ふれあいトーク記録書（要約）（ 議会サポーターとの意見交換会 ） 

開催日時： 令和８年７月２日（木）午後７時～午後８時 

場 所 ： 市役所 第２・第３委員会室 

参加者： サポーター：８人 

議員：須藤、片岡、梅村、鬼頭、谷平、堀江、大野、井上、関戸 

次 第 ： １．開会あいさつ 市議会議長 須藤智子 

２．意見交換会（６月定例会について、１年間を振り返っての感想、フリートーク、その他） 

３．閉会あいさつ 市議会副議長 片岡健一郎（閉会後に謝礼を渡し、再任希望を確認した上で、再任者には委嘱状を交付） 

記録者 ： 梅村 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

１．キョウチクトウへの対応 ・夾竹桃（キョウチクトウ）は毒性が強いので、ロープ

を張るなど注意喚起をしてほしい。伐採はすぐ難し

くても対策をお願いしたい。 

・市内では、睦公園にある。今年度中には

伐採するとの答弁があった。 

２．自転車の通行課題 ・自転車の紹介動画があったが子どもにもわかるよう

な啓発をもっとしてほしい。注意喚起も必要。 

・ふれ愛まつり等で自転車の乗り方等の指

導を訴えたので期待したい。 

・自転車道整備が十分でないため、市内あ

ちこちに歩道に自転車のマークの入った

標識が出来ている状況もある。 

・交通安全動画で岩倉駅周辺など知っている場所が映

ると関心が湧くのでは。（NEWSで取り締まり映像見

た。） 

・地域の身近な場所を使った啓発は有効で

あり、参考にしたい。 



３．動画配信の改善 ・動画配信は字幕や目次があり見やすくなった。あとは

文字について期待したい。 

・再生回数も増えており、今後も改善を続

けたい。 

・自宅のテレビで動画を見ると議場カメラの画質が古

く感じる。子どもたちと一緒に観たら「いつはじまる

の」や「見学の時、あの椅子に座った」など関心につ

ながる声もあった。 

・委員会用のカメラの方が新しい。議場カ

メラはまだ使用可能なので、更新時期が

来たら検討したい。 

４．山車の盛り上げ ・以前の意見交換会で山車を全面的にもっと盛り上げ

ていけると良いという意見があり、それを６月議会

で取り上げてもらっていた。 

・交通規制、電線整備など課題はあるがや

れるところから考えていきたい。参加し

たいが、個人の問合先はかけにくいとい

う意見もあった。市役所の連絡先を求め

たが満足な対応ができないこともあり不

可だった。市民活動支援センターとの連

携など何か良い方法があればといった状

況。 

５．資料のホームページ掲載 ・前回の意見交換会で教えてもらったが、一般質問の資

料がホームページで見られるようになっており便利

であった。 

 

６．外国人への対応 ・外国人に関する質問は、問題点やあるべき姿がわかり

にくかった。 

・現状把握が目的の質問であった。今後の

施策検討のために活かしたい。 

・外国人住民が急増した場合の対策を考えるべきでは

ないか。 

 

・歯止めについては、国の制度の問題もあ

るが、市としては外国人・日本人双方が

ルールを理解し、トラブルなく共生でき

る環境づくりを進めたい。 



・人手が少ないから外国人をという考えはどうなのか。 ・不動産業をしているが、会社との契約で

住む場合は貸すが、個人契約では貸さな

いようにしている。企業を辞めた後、住

居人がどうなるか気になるところ。 

・外国人を受け入れる企業に責任・費用負担を持たせる

べきではないか。 

・ご意見として受け止める。先ずは生活ル

ールを守り、お互いに安心して暮らせる

環境づくりを優先したい。 

・知っている外国人で区費を払ってない人がいる。他で

払っているからと言われたが、当事者と話ができない

のでどうにもならない。 

・区費の未払いは日本人も同じ。強制では

ないもの。 

・近くに住まわれているとやはり不安がある。デリケー

トな問題ではあるが、市でやれることがあれば備え

てほしいという程度の意見である。 

 

７．中東情勢からくるゴミ袋不   

  足 

・ごみ袋が岩倉市では不足していないのはすごい。 ・たくさん作ってあった。ただ、今後価格

の値上がりを想定してのまとめ買いなど

トラブルが起こる可能もある。袋を指定

しているのは、他市町からごみを持ち込

まれないようにするためのもの。 

８．生活応援クーポン券 ・生活応援クーポン 5,000円はありがたかった。財源は

どこから出たのか。 

・国の物価高騰対策交付金を活用した事業

である。今後も国の補正予算を活用して

支援を実施する予定。 

９．石仏公園のオープン時期 ・石仏公園の整備は期限までに終わるのか。 ・工事期間は令和９年３月 31 日までであ

るが、令和９年度のできるだけ早い時期

の開園を目指すとしている。 



・工事が長引くと施設の劣化が心配である。 ・国の補助金が予定通り付かなかったため

工期が延びた。市の負担を抑えるため補

助金での工事を優先した結果である。今

年度は満額付いている。 

１０．サポーターをやった感想 ・サポーターをやって初めて議会を身近に感じた。 ・議会を知ってもらうことも制度の目的で

あり、今後も続けてほしい。 

・委員会１回、本会議２回の傍聴をしたが、何やってる

かわからない。 

 

１１．議場への誘導ＰＲを ・議会を開催していることが市役所で分かりにくい。も

っと案内などが必要ではないか。議場へ誘導するよ

うな工夫を。 

・庁舎モニターには表示しているがわかり

づらい。入口などへの案内表示ができな

いか考えたい。 

１２．災害時の福祉施策 ・災害時にカテーテルなど医療機器を優先確保する制

度は市でも周知されているか。 

・詳細は確認できていないため調査し、必

要であれば提案・周知に努めたい。 

・福祉避難所や個別避難計画をもっと進めてほしい。指

定避難所は足りているか。 

・福祉避難所は足りていない。個別避難計

画は重要だが、個人情報などの課題で作

成率は３割。今後も推進していく。医療

機器なども計画に盛り込む方向で考えて

いる。 

・避難所運営には民間施設の負担も大きい。計画を作れ

作れと言われるが補助が必要ではないか。 

 

 

・避難計画や福祉避難所の整備については

今後も取り上げ、改善を求めていいきた

い。 

 



・岩倉市では、一度体育館に集まってから、

福祉避難所に移動する想定となってい

る。 

・体育館など車いすの方など、入場できない場合もあ

る。直接、福祉避難所に行けるとよい。 

 

・奨学金返還支援制度を充実させ、若者が岩倉で働きや

すくしてほしい。（岩倉市 20 万円、名古屋市 30 万

円） 

・若者定着のため課題として認識してい

る。今後の施策の参考にしたい。 

 


